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【論文の内容の要 旨】
1.研究の背景と研究動機
2013年、 日本 とベ トナムは国交樹立40周 年を迎えた。1978年の難民受 け入れ から30
年以上経過 し、戦争、難 民報道等で語 られることの多かったベ トナムのイメージ も、観光
や料理 といった文化的側面に変わ りつつある。経済 、学術分野での人的交流 も盛んにな り、
法務省に よれば2014年末ベ トナム人登録者数 は国別5位 とな る約10万人に達 している。
そ うした中、 日本国内に散在す るベ トナム難民 とその家族 も生活 が多様化 し、殊 に2世
の成長が顕著 であ るこ とは想像 に難 くない。ベ トナム難民2世 世代 は、 日本 での成長過程
において、アイデ ンテ ィティや言語に対す る葛藤 に遭遇 しつつも、ベ トナム と日本 の両国
にっなが りを持つ者 として多文化共生の形成 に積極的に関わってい くだ ろう。そ して青年
海外協力隊や研究活動等 でベ トナム と関わ り、また、ベ トナム人を配偶者 とす る私が、彼
らの人生 を聞き とり、相互行為 によ り作 られ る語 りの 中で私 自身の対話姿勢 をも考察 して
い くことは、多文化共生のあ り方 と、その文脈 にお ける日本語教育実践 に新たな知 を見出
す ことにっなが るのではないだろ うか。 さらには、彼 らとの相互行為 によってな され る対
話 を素材 とした本論文 を記す ことで、多文化共生の実現過程を読み手に示す ことができる
のではないだろ うか。そ うした思いが動機 とな り、この研究 は端 を発 してい る。
2.問題 の所在 と研究の 目的
日本において、多文化共生が叫ばれて久 しい。1990年か らの在住外国人の増加、お よび
2000年以降のグローバル化の流れ等を受け、その動 きは行政施策 、学校教育等を通 じて活
発化 され今 日に至っている。だが、 「文化的ちがい」 を所与のもの とし、その多様性 を、社
会 を富ますf資 源 」 として称揚 され る多文化共生のイ メー ジは、 ともすれ ば個人を形成す
る一要素にすぎない言語、文化を 「際立たせ」、その言語、文化が現代 の 日本社会 にとって
有益か否か とい う観点か ら生 じる 「実利主義」の問題 を隠ぺい させ て しま う。また、多文
化共生の下で行われ る 日本語教育がそ うした実利 主義 に無 自覚のまま依拠すれば、 日本語
の習得が個人 の社会的成功 を喚起す るもの として強調 され、必然的に国家の仕組や社会構
造の現状に疑問を抱いた り、異論 を唱えた りす るこ とが困難になるだろ う。 そ して、 日本
語母語話者 、非母語話者 がそれ を無批判に受 け入れた場合、 日本語を教 える者 と教 え られ
る者、あるいは 日本語ができる者 とできない者の間に非対称 のまなざしが生成 され てい く。
実利主義がもた らす非対称のまな ざしを崩 し、一人ひ とりの 「ちがい」が等 しく尊重 さ
れ る多文化共生に向か うために、 日本語教育は どうあるべ きか。本研究 はこうした問題意
識 に基づ き、大学で自 らのルーツに再び向き合 うようになったベ トナム難 民2世 に焦点を
当てた。彼 らは学校教育等 を介 した 日本語 の 自然習得者 であ り、第二言語 としての 日本語
教育を受 けた者 とは背景 が異なる。だが程度 の差 こそ あれ、外国にルー ツを持つ ことで、
日本語規範や実利 主義が もた らす非対称のまなざしに遭遇 してきた点は共通す ると思われ
ることか ら、彼 らを通 した多文化共生 とその文脈 にお ける 日本語教育の検討 か ら、何 らか
の知見が得 られ るのではないか と考えた。 よって研究の 目的は、主に次の2点 とした。
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まず、大学でベ トナム語に向 き合 うよ うになった4名 の語 りに着 目し、成長過程 におい
て彼 らが周囲の非対称 のまな ざしに どう合わせ、抵抗 し、 自己変容 を試みたかの考察 を行
うとともに、相互行為 としての語 りの生成過程で現われ るさまざまな私一 日本語母語話者
であ り、調査者 であ り、ベ トナム と関わ りのある 日本人である私一 の対話姿勢 も考 察対象
とす ることで、現行の 日本語教育に温存 される非対称のまなざしの対称化に向か う関係の
築き方を検討することを第一の 目的とした。
次に、一人ひ とりの異なる意見が交わ され ることで多様 な価値観 と人々の複数性 が現わ
れ る公共的空間を論 じた政治思想家ハンナ ・ア レン ト(1906-1975)に多文化共生の必要性
を裏付ける理論 を見出 し、それに調査結果で得た知見 を交え、主に教室活動 と教師教育に
言及 しながら、実利 主義に依拠 しない、非対称のまなざしを対称化 に導 く多文化共 生の実
践 としての 日本語教育 を示すこ とを第二の 目的 とした。
3.研究方法
(1)調査対象者
調査対象者 は、ベ トナム難民 として来 日した両親 の下に 日本 で生まれ、あるいは言語形
成期 にベ トナムか ら来 日した、関東圏の大学でベ トナム語 を学ぶ2世4名(女3、 男1/
日本国籍2、 ベ トナム国籍2)で ある。 もともと家族定住型 の住環境 にあ り、現在 もベ ト
ナム人集住地区コ ミュニティの地域外 に住んでい る。家庭 内言語 はベ トナム語 が主で、一
部 日本語 も用いている。また、ベ トナム語 は共通語 とされ る北部方言 のほか中部、南部 に
方言を持つが、両親 の出身地域の影響か ら、4名 はいずれ も中部、南部方言話者である。
調査にあた り、プライバ シーの尊重 と研究姿勢 を4名 に伝 え、多文化共生の 日本語教育
への示唆 として調査結果を応用す ることの了解 は得ていることを記 してお く。
(2)調査 の方法
本研究では、 「ベ トナム」でつ ながる私 と調査対象者 の関係性 を調査に生かすべ く、語 り
手 と聞き手の相互行為で構成 され るス トー リーがいかに構築 され たかを重視 し、主に桜井
厚 が提示 した、語 り手 による心の内の表 出は聞き手 との相互行為で作 られ るとす る 「ライ
フス トー リー ・インタビュー」 を調査方法に採用 した。イ ンタ ビュー は2009年6月 か ら
2010年2月にかけ原則2回 実施 した。1回 目調査 は4名 それぞれに2時 間程度行い、その
後 は各々 とメール等によるや りと りをしつつ、1回 目の語 りの補足や確認 を兼ねて2回 目
調査を行った。2回 目調査は1名 を除 く3名 に40-50分程度行った。
(3)分析 の方法
イ ンタ ビューでは、 日本 とベ トナ ムとい う2つ の国につなが りを持 っ 自分を どう捉 えて
いるか とい う点を念頭 に置 きなが ら、生い立ち、日本語 またはベ トナム語学習や使用状況、
家庭生活 、大学でベ トナム語 を専攻す るに至った経緯、現在 の心境等について問いかけつ
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つ、調査対象者4名 の語 りにまかせ てライ フス トー リーのデータを収集 していった。調査
終了直後、文字化作業 を行い、その トランスクリプ トを分析資料 とした。
分析の方法 としては、まず 「マスター ・ナラティヴ」 「モデル ・ス トー リー」 といった ラ
イフス トー リーの枠組み を用いて、4名 が大学でベ トナム語 を学ぶまで どの ような成長過
程を経てきたかのライフス トー リー を描 くと同時 に、語 りに潜む 日本社会のまなざしの影
響 と、それ に抗す る姿勢等について考察 した。次 に、調査者 である私 自身の対話姿勢 にも
着 目した。具体的には、イ ンタビュー中のメタ言語や非言語行動、相互行為 に潜む 「構 え」
「誘導」 「かわ し」、または自他理解 の契機 となる、語 りで得 られた 「出会い」を分析視点
としなが ら、相互行為 としての語 りに含 まれる、語 り手 との非対称関係 を維持 させ る対話
姿勢、あるいは非対称のまな ざしを崩 し、関係 を対称化に導 く対話姿勢の考察を試みた。
なお、聞き手 との相互行為 を重視す るのがライ フス トー リー ・イ ンタ ビューの立場で あ
ることか ら、調査者 の問いかけ方や、関係性 そのものが語 りに与える影響に も着 目してい
くために、私 自身 の存在が何者であるか とい う点 も語 りには重要になって くる。調査 にあ
たっては、青年海外協力隊時に北部ハ ノイで知 り合 ったベ トナム人が配偶者であることや、
日本での生活や仕事等 を通 じて、ベ トナム人 もしくは外国人配偶者 とい うイメージか らく
る日本社会のまなざしに敏感 になっていった 自らの心境 を4名 に伝 えた。それ は家族環境
を核 にベ トナム とは公私の関わ りがあ り、そ うした葛藤 を抱いてい る者 として、彼 らの視
点に立ってベ トナ ム人 の多様な側面 を描 きたい とい う思いか ら来ている。それゆえ、相互
行為 としての語 りを分析する際、彼 らが 「ウチ」の感覚 を共有 しよ うとす る私を受け入れ
たか、あるいは私 自身 も、相互行為の中でそ うした葛藤 を開示 し、彼 らの視点に立 って 「ウ
チ」の感覚 を共有 しよ うとしていたか といった研究姿勢をも念頭に置き、考察を行 った。
4.本論文の構成
本論文は、序章 と6つ の章か ら成 る。
序章では、多文化共生の文脈にお ける言語政策、および 日本語教育にかか る研究動 向を
踏 まえた上で、本研 究の 目的、本研究で採用す る方法論等 についての概略を記 した。
1章では、多文化共生 とその文脈 における日本語教育 をめ ぐる先行研究 を検討 し、そ こ
に潜む課題 を浮 き彫 りに した。具体的には、多文化共生の言説が、労働力確保や資格取得
とい う実利主義 に訴える議論 に終始す るこ とで、在住外国人 に対す る非対称のまな ざしを
生成、持続 させている状況を問題点 として挙げた。また 自己の立ち位 置や加 害者性 の省察
の必要性 を示唆 した共生教育、社会教育、識字教育の成果を示 しつつ、現行の 日本語教育
がそれ らの知見を踏襲 していないこ とに触れた。 さらに学習者 との対等関係 の構築を掲 げ
なが らも、実際は教師主導で学習者 と対峙 してい る 「自己矛盾」を現代 の 日本語教師の問
題 として指摘 し、その言行不一致に教師が気づき、そこか ら生 じる非対称のまなざ しを、
日本語教育実践によって ど う対称化 してい くかを課題 として提示 した。そ して多文化共生
の文脈における日本語教育に関する議論、 中で も、 「や さしい 日本語」 「日本語教育振興法
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法制化」の議論 に付いて しま う、国家の利害や個人の社会的成功に直結 した実利主義や、「共
生 日本語」の議論 に見 られ る、学ぶ側各々の抱える課題 を共有 しよ うとしつつ も、教える
側がその課題 を自らの ものとして捉 えよ うとしない姿勢や加害者性 の欠如が、 日本語教師
と学習者 の関係に非対称のまな ざしを生 じさせてい るとい う点を指摘 した。
2章では、 ライフス トー リー ・インタビューに関す る史的発展を踏まえなが ら、 この研
究方法 をめ ぐる議論 を整理 した。ライフス トー リー ・イ ンタ ビュー における、語 り手の語
るス トー リー は、メタ言語や非言語行動に加 え、聞き手がいかに質 問 したか、 さらには聞
き手が 「なにもの」であるか とい う点も考察対象 とな る。 よって この章では、分析の視点
とともに、聞き手の存在 を出す ことが当事者像 をよ り浮 き彫 らせ、同時に聞 き手も問題 の
当事者 としての 自覚 を迫 られ るとい う、 この研究方法の意義 にも言及 した。また 日本語教
育にお けるライフス トー リー研究について言及 し、課題 として、 日本語学習 を多様なあ り
方 を問い直す一方 で研究結果 として示 され る 「アイデンテ ィティの多様性」 を既存の社会
にど う訴 えてい くのかが見えない点 と、相互行為の状況や語 りの中での調査者 の関わ り、
「構 え」への省察等が、先行研究で十分 にな されていない点 を指摘 した。
3章では、ベ トナム近現代史、および 日本在住ベ トナ ム人 の言語、アイデ ンティティに
関す る先行研究を概観 したのち、言語環境や住環境等、調査対象者4名 の背景 と、調査者
である私 自身 の研究姿勢等 に触れ、調査 の概要 を記 した。
4章では、 ライ フス トー リーの うち主に4名 の語 りの内容 に着 目、考察 した。幼少時か
ら現在に至る成長過程 で、いか に彼 らが非対称のまな ざしを向けられ、また彼 ら自身 も意
識 していたか、現在 もそ の影響が残 っているか等 を考察 し、そこか ら日本社会に含まれ る
彼 らの価値 を序列化す る根強い要素を指摘 した。 しか し同時に、非対称のまな ざしを向け
る他者を変容 させ るべ く、周 囲の 日本人に対 して、彼 らな りのや り方でベ トナムをア ピー
ル しよ うとす る姿勢 も確認 され、一人ひ とりが 日々遭遇する コミュニケー シ ョン場面で 自
らの多様性 を絶えず訴 えてい く関わ り方 に、相手の非対称のまなざしを崩す契機 が見えた。
5章では、 ライ フス トー リーの相互行為部分に着 目した。語 りを管理す る中で調査者 で
ある私=マ ジ ョリテ ィ側に顕在化 され る、非対称のまなざしを向けよ うとする関わ り方 と、
そ うした調査者か らのまなざしを崩そ うとす る調査対象者 の抵抗姿勢を示 した。そこか ら、
語 りの管理や問いかけへ の抵抗が繰 り広げ られ る対話 の状態は、結果 と して両者 を取 り巻
く問題を共有する機 会の喪失 につながっていくことを指摘 した。一方、私 自身が調査者 の
枠 を超え 「個人」 として本音 で問いかけていくことで、その語 りの背景にある問題 を共有
し答 えを探 ろ うとす る姿勢 も示 され た。 そ して、他者へ のまなざ しを絶えず書き換 え、多
様 な生き方 に着 目しなが ら本音で問いかけ共に答 えを見 出 してい く姿勢に、非対称のまな
ざしを対称化 させ る可能性が秘 められているとし、そ こに 日本語教育の役割を見出 した。
そ して6章 では、政治思想 家ハンナ ・ア レン トの著書 『人間の条件』に着 目し、「複数性」
の現われに基づ く公共的空間の形成 を唱えたア レン トの観点か ら、多文化共生を解釈す る
ことを試 みた。そ してア レン トが、私的な利害や 関心事 に取 り巻かれた社会 の圧力 を逃れ
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て人間性 を回復できる場 だと した 「親密圏」 とい う概念 に、具体的な経験 を持った孤立 し
た個人の問題 を公共的空 間へ とつな ぐ場だ とす る見方を再提示 した斎藤純一の議論 を交え
なが ら、その概念 を、意見 を表 出す る言葉 の力 と勇気 を養 う場 と して 日本語教育に適用 さ
せ る意義に触れた。そ して多文化共生を志 向す る 「教える側」 と 「学ぶ側」の関係 の築 き
方に言及 し、本研究の知見 とア レン トの思想 を交えた 日本語教育実践を展望 として示 した。
さらに、 日本語教育の 「教育者」 としての酒養 も視野に入れ 、教師教育を検討 しなが ら、
非対称のまなざしを対称化 に導 く多文化共生の実践 としての 日本語教育を論 じた。
以下、調査結果 の分析 を通 して得 られた4、5章 の知見 と、それ を踏 まえて多文化共生
の 日本語教育 を論 じた6章 の考察を成果 として示す。
5.調査結果か ら得 られた知見
(1)4章の考察か ら得 られた知見
①調査対象者4名 の語 りに着 目した4章 では、ライフス トー リーの考察によ り、幼少時か
ら現在 に至 るまでの成長過程において、学校等の家庭外で周囲の 日本人か らの非対称の
まな ざしを敏感 に察 し、ベ トナムにルー ツを持つこ とを隠そ うとす る姿勢が、具体的 な
経験か ら確認 され た。だが、経済発展や文化交流な ど時代 の流れが もた らすベ トナムの
イメー ジの変化 によ り周 囲の 日本人のまな ざしも変化 し、大学でベ トナム語 を学ぶこ と
に表 され るように、4名 は 自らのルー ツを肯定的に捉えるようになっていった。
② しか し、非対称のまな ざしに対す る意識 は完全には消えず、現在 も内に残 ってい ること
が語 りか ら うかがえ、特にそ うした意識は、彼 ら自身がマ ジョリティである 目本 人の視
点をもって、時に同 じエスニ ックバ ックグラ ウン ドを持つ者 に対 して非対称 のまなざ し
を向けるものに形 を変えていた。
③一方、現在 も日本人か らの非対称のまな ざしが向け られ るのを感 じなが らも、そ うした
まなざ しを向ける他者 を変容 させ るべ く、 日々のコ ミュニケーシ ョン場面で相手にベ ト
ナムの良さを直接訴えた り、ベ トナムにルーツを持っ ことを 「キャラ」 として肯定的 に
捉 え 自らをアピール した りす るそれ ぞれの姿勢 も語 られ、それ は多文化共生の形成 に向
か う過程 において外国人二非母語話者が果たす能動的な役割 を示唆 していた。
なお、 ライ フス トー リー にある、アイデ ンテ ィティの葛藤 一隠 し 一目覚め 一肯定意識 と
い った一連 のシー クエ ンスは、やや もす ると大学進学 を果た し自己肯定感 に 目覚めた難民
2世 とい う物語 を強 固な ものに させて しま う。 しか しそ うした4名 に、現在 も周囲の 日本
人か らの非対称のまなざしが潜み、それが時 に同 じルーツを持つ者 にも向け られ、一方で
彼 らな りの仕方で周囲のまな ざしを変 えていこ うとす る姿勢 も垣間見えた ことか ら、単純
なサクセスス トー リーには収ま らないそれぞれ の内面が描けたと、 この章を総括できる。
だがそれ でも、 日本社会が向ける非対称のまな ざしに4名 が どう合 わせ 、抵抗 し、自己
変容 を試みたか とい うことを彼 らの語 りか ら十分に解釈 しえたかとい う疑問が、4章 の考
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察 を通 じて私 自身の中に生 じていた。 なぜ な ら、ベ トナムに関わ りを持っ 「ウチ」の感覚
を共有 しよ うと心掛 けつつ も、調査者 とい う 「安住の地」に立って語 りを解釈 しよ うとす
る欲求が拭いきれ ていないと感 じていたか らである。 そこで5章 において、調査者 と して
の私二 日本人 は、インタビュー を通 じて彼 らとどのよ うな関係 を築 き、語 りの生成 にどう
関わっているのか。また、そ こに非対称のまな ざしを対称化 に導 く関わ り方の可能性 を見
出すことができるか、相互行為の中での語 りの生成過程 を改めて振 り返 り、分析 を試みた。
(2)5章の考察か ら得 られた知見
①相互行為 に着 目した5章 では、聞き手 として反応を うかがいつっ語 りを 「誘導」 し、ま
た4名 からの不意の問いを回避す る 「かわ し」 を行 うことで、 自らの抱 くイメージ通 り
の語 りを相手に語 らせ ようとする関わ り方 が私 自身 に見 られた。逆に、そ うした関わ り
方 を4名 も 「かわ し」、私の想定す るス トー リーに回収 されまい と抵抗す る姿勢 も確認 さ
れた。そ こか ら、聞き手が 「構 え」を変 えず、聞き手 と語 り手双方 が 「かわ し」続 ける
関係 は、相手 との距離を置いたままにな り、両者 を取 り巻 く問題へ の気づき とそれ を共
有す る機会 を喪失 させ、結果的に非対称のまなざしを温存 させ ることにつながっていた。
②遡及的 にインタビューの場を客観化す る、 トランスクリプ ト作成やその読 み返 し行為に
は、新たな気づきを得 る 「出会い」 をもた らす ことがある。 この章 でも、親子の 日常会
話 には、言語能力 の差による困難 さといった側 面のみな らず多文化共生に不可欠 な意味
交渉力や コ ミュニケーシ ョンカ を高める要素があることや、母語教育を訴 えるには、生
活状況や 国の経済力が もた らす母語継承 システムの未整備 といった当事者 の社会的現実
を省みる必要性が迫 られたことな どを例 に、「学問知」を説 く私 自身の 「構 え」が崩 され
る 「出会 い」が確認 された。そ してこ うした 「出会い」は、関係 の対称化 の可能性 に よ
って生まれることか ら、人間関係 にもたらす非対称のまなざしの無意味さが示 された。
③ただし、 「構 え」や 「かわ し」は無論、語 り手、聞き手の どちらかが 「出会い」を得 るだ
けでは非対称のまな ざしの対称化 には至 らない。本章 のデー タ考察 において、ルーツを
生 き方の一つ として組み込みつつ、ベ トナム語 に加 え英語 も習得 し、 自己を 「演出」 し
ようとする調査対象者の動的な姿勢への私 自身 の共感や、 「ベ トナム人 とは結婚 したくな
い」 と語 る調査対象者 に私 自身が揺れ、 自己開示 し、 また相手 も本音で語 りかけ、共 に
答 えに向かお うとす る相補関係 の中に、関係 の対称化の萌芽が見えた。 よって、双方が
自分な りの仕方で相手 に 「動的な姿勢」 を示 しつつ、 自らの生活 を起点 に、具体性 のあ
る事柄 にっいて意 見を交わ し、 自己を開示 し合 う中で真 の答 えを模 索す ることのできる
相互行為 の姿勢に、非対称 のまなざしを対称化 に導 くことの意義 が見出せた。
④①～③ を踏まえ多文化共生の 日本語教育の現状 を考 えると、規範 と実利主義 に訴える 日
本語教育が主流になってい るのは、相手を固定化せずに 自己を投影 し、問題 を省察す る
関係 を築 こ うとす る姿勢 の欠如 による ところが大きく、それが結果 的に非対称のまなざ
しを温存 させ る要 因を作 り出 している とい う結論 に至った。 そ して、相手の課題 に客観
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的、普遍的な観 点か ら関わるのではな く、自らに向 けられ た具体的な問い として応答 し、
まなざしの対称化を もって共 に新 たな知 を模索する姿勢を教師 一学習者、または学習者
同士の関係 に適用 させ、それ を 日本語教育実践に位置付 けることの重要性 が示 された。
6.非対称 のまなざしを対称化に導 く多文化共生と、その実践 としての 日本語教育の検討
4、5章 において、対話を行 う一人ひ とりが相手に関心を持 ち、双方の課題 を自らの も
の として受 け入れ、共 に答えを見出す姿勢が、非対称のまなざしを対称化に導 く多文化共
生の形成にっながることが示 され た。 よって終章 となる6章 では、(1)そ うした多文化共
生 を人々が志向す るには、 どのような理論的裏付けが説得力 を持つか、また、(2)そ こに
実践 としての 日本語教育はどう位置づけられるか、その検討 を行 った。
(1)非対称のまなざしを対称化 に導 く多文化共生を志向す る理論的裏付 け
ハンナ ・ア レン トが主張 した、一人ひ とりが 「何(What)」ではなく 「誰(Who)」とし
て現われ る人 間の 「複数性」 と、複数性に より形成 され てい く 「公共的空間」 とい う概念
に、多文化共生 との親和性 を見出 し、そ こに本研 究の知見を交えて論 を進 めた。
ア レン トによれ ば、複数性 が現われ、公共的空 問の形成に向か うには、他者 を、ユニー
クさを持つ かけがいのない者 とし、言語を用いて意見を交わす ことが重要視 される。 それ
は、新 しく出会 う他者に対 して、国家、民族、言語等の差異を尊重、配慮す ることで距離
を保つのではな く、む しろその他者 に積極的 に近づ き、 自己を開示 し、双方 の抱 える課題
に共 に答えを模 索 してい く多文化 共生の形成 に向か う理論 的裏付けにもな りうる。 よって
自他理解 を追い続 ける中で得 られ る 自己の立ち位置の意識化 と、新たな知 をもた らす 関係
性 に、実利 主義に代わ り多文化共生 を志 向す る意義を見出 した。
加 えて、主体的な個人 として連帯す る限 りにおいて有効 だ とされ る 「親密 圏」 とい う概
念を示 し、マジ ョリティ言語で一 定の質を伴 う議論 が困難 な人々に言葉 の力や勇気 を養 う
場 として、 日本語教育 に適用す ることの有効性に触れ た。
(2)非対称のまな ざしを対称化に導 く多文化共生に向けた 日本語教育の実践に向けて
ア レン トの思想 と本研究の知見を再び交え、 「教える側」が、無意識のままに学ぶ側 を固
定化 して捉 え一元的な解釈や答えを押 し付け ようとせず、また 「学ぶ側」 も、 日本語 を学
ぶ過程で 日本語規範や実利主義か らくる非対称 のまなざ しに追従せずに、 日本語教育 を通
じて、双方が 自己を開くことで 自らの立ち位置 を問い直 し、新たな知をもた らすには どう
した らよいか、その関係 の築 き方 を検討 した。そ して、その具体的な試み と して、①非対
称のまなざしを対称化 に導 き、教室参加者の複数性 が現われ る現揚での実践例 を展望 とし
て示 し、②その実践 を志向す る教師教育のあ り方について論 じた。
①非対称のまなざしを対称化 に導 き、参加者の複数性が現われ る実践の展望
教 師一学習者 とい う固定化 した関係 を崩 してい く実践 として、言語知識、運用力 を身に
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つ けつつ、教師 と学習者 の役割が入れ替わる活動(ク イズ、母語教育、物的 リソースの
共有等)を 授業に取 り入れた教室内での活動内容 と、結論が出にくい政治的、社会的な
テーマ を参加者同士で設定 し、意見交換を通 じて答 えを模索 してい く トピック、コンテ
ン ト・べ一ス ト ・アプ ローチに沿ったシラバスに係 る活動内容の2つ に分 けて論 じた。
特に後者では、教室 を親密圏 として設定す ることを前提 に、言語運用上の誤用や多様 な
意見の受け入れで生 じる摩擦や緊張を乗 り越 え、粘 り強い対話 を通 じて言語表現 を磨 き
つっ、 自らの価値観 についての 自己変容を厭わない姿勢が求め られ る実践 を意図 した。
そ こで教師はファシ リテー ター として流れ に気 を配 りっっ も、議論 に積極的に参加 しク
ラス全体の学びに関わってい く。一方、学習者 は言葉 の不確 か さがさま ざまな関係を生
み出す ことを学ぶ とともに、生活空 間において現代世界が直面 してい る諸課題 一例えば、
民族間の対立や難民の流出、障害や多様なセ クシュア リテ ィへ の偏見等 一に対峙 した際、
自らの問題 として捉 え、多文化共生の形成 に向か う契機 として受け入れ る倫理的態度や
振る舞い、社会参加意識を身 につ けてい く。これ らの実践 を通 じた一人ひ とりの学びが、
非対称のまなざしを崩 し複数性が現われ る多文化共生に向か う契機 になるとした。
②非対称 のまなざしを対称化 に導 く日本語教育実践 を担 う教師教育
①の実践には、 日本語 を教える側 が 自らに潜む非対称 のまなざ しに真剣 に向き合い、関
わ りを通 じて生き方に新たな知 を見出そ うとする ビリー フ(belief:信念)が求め られ る。
ここでは、それ を専門性の一つ として位置付 けるための教師教育を論 じた。は じめに、
2011年に 日本語教育学会が示 した、 日本語支援に関わる人々に求め られる資質、能力に
着 目し、本研究の知見 を踏まえて、 さらに次の2点 のカの育成 を含 めることを示 した。
1)「相手」の存在 を固定化せず に、考 え続ける力の育成
2)「自己」の加害者性 を省察 し 「構 え」や 「かわ し」 といった 「虫の良 さ」 を持っ
自分 を見抜こ うと考え続ける力の育成
次に、文化庁 日本語教員養成 シラバスや実践 を通 じた教師の内省 的思考 を重視す る先行
研究を整理 し、教師教育に、自らの 「構 え」「かわし」、あるいは関係 の対称化 を導 く 「出
会い」を振 り返る、ライ フス トー リー ・インタビューを導入す ることの有効性を挙げた。
これ らの 日本語教育実践の経験は、 日本語非母語話者 を支援対象 と捉 えよ うとす る母語
話者 と、母語話者 に対 して言語的熟達者 としてのまな ざしを抱 き、またその社会に迎合 し
よ うと、時に同 じエスニ ックルーツを持つ者 に対 して非対称のまな ざしを向ける非母語話
者に、そ うしたまなざ しを持つ こ との無意 味さを気づかせ、すべての人々に多文化共生の
空間を志向 させていくものと考 える。そ して、その志向性 を人々に育むのが、非対称のま
な ざしを対称化に導 く多文化共生の実践 としての 日本語教育 なのだ と定義付 けた。
おわ りに、展望 として記す に とどまった実践例 を、 自らの教育現揚で試み ることで新 た
な知を見出す こと、お よび教師研修等の機会 を通 じて 日本語教師のライ フス トー リーを取
り入れた教師教育の有効性 を検証 してい くことの2点 を今後の課題 とし、本論文 を結んだ。
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